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 第３４回 役員会 議事要録 

 

 

 日 時：平成 24年 7月 23 日(月)14:30～15：30 

 場 所：北方キャンパス本館 E-703 会議室 

 出席者：石原理事長、近藤副理事長、岡本理事、梶原理事、井村理事、 

 中野(利)監事、中野(昌)監事、木原副学長 

欠席者：利島理事、志賀理事 

 

配付資料  １ ベトナム・ハノイ科学大学及びダナン工科大学との大学間協定の締結について 

２ 教員の採用について 

３ 寄付金の受入について 

４ 北九大の国旗掲揚・国歌斉唱について  

５ 平成 24 年度文科省大学教育改革支援プログラム等への申請状況一覧について 

６ 学長の定例記者会見について 

７ 大学広報の取り組みについて 

 

 

 審議事項１ ベトナム・ハノイ科学大学及びダナン工科大学との大学間協定の締結について 

配布資料１のとおり、ベトナム・ハノイ科学大学及びダナン工科大学との大学間協定の

締結について報告があった。 

【議長】本議案について承認いただいてよろしいか。 

【委員全員】異議なし 

 

 報告１ 教員の採用について 

配布資料２のとおり、教員の採用について報告があった。 

 質疑応答：なし 

  

報告２ 寄付金の受入について 

配付資料３のとおり、寄付金の受入について報告があった。 

 ●独立大学法人に寄付金の制約はないのか。相続税はかからないのか。基金は図書館のため以

外には使えないのか。 

○法的には寄付金受入を制限する条文は見当たらない。相続税については、公立大学の場合非

課税と承知している。図書館は例示としてあげているもので、最終的には教育研究のための

ものである。 

●基金の使い方については、役員会の決議を受ける等はあるのか。 

○今のところは決めていないが、今後取り崩す際には、役員会等に諮りたいと考えている。 

 

報告３ 北九大の国旗掲揚・国歌斉唱について 

配付資料４のとおり、北九大の国旗掲揚・国歌斉唱について報告があった。 
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 ○資料の補足説明について。国旗掲揚等については、小学校・中学校・高等学校及びその当時

の中等学校の指導要領の最後の方に国旗掲揚・国歌斉唱について記載があるが、大学につい

ては指導要領が無い。 

 ○その点については、文部科学省も大学については指導的な見解は持っていない。ただ事務局

長としては、答弁に含まれている設置者としての市の国旗掲揚に対する期待感、近隣の大学

の状況を勘案して、前提として、役員会の了解を得られれば教育活動の一環ということで、

コンセンサスを得ながら、今年度末の学位授与式、いわゆる卒業式から、国旗掲揚について

は諮っていきたいと考えている。 

 ●県の方はかなり具体的に、国歌斉唱・国旗掲揚両方ともやることを要請するような答弁をし

ているが。 

 ○県はすでに国旗については掲揚をしていて、国歌斉唱については期待をしている状況で、ま

だ行っていない。 

 ●これは誰が決めるのか。役員会で決めるのではないのか。 

 ○一つは教育研究活動の一環としての入学式・卒業式という関係があるため、最終的には教育

研究審議会の合意を得るべきかと考える。 

 ●国歌斉唱を入れない理由は何か。 

 ○国歌斉唱については、式典として一律に、例えば入学式については保護者等に指示をすると

か、あるいは教員に指示をすることの明文の根拠がないので、規律に難しいのと、留学生も

かなりの人数がいるため、その方に対するご理解や啓発が難しいと考えている。国歌斉唱に

ついては、まだ考えていない。 

  

報告４ 平成 24 年度文科省大学教育改革支援プログラム等への申請状況一覧について 

配付資料５のとおり、平成 24 年度文科省大学教育改革支援プログラム等への申請状況一

覧について報告があった。 

 ●一件につき、３億、４億となるのか。 

 ○単独の提案になると、そうなる。採択に向けて、厳しい競争率になっている。 

 ●グローバル人材育成事業について、使用できる目的はどのようなものか。 

 ○使途が厳しいため、学生に支給するという形では使用できない。今まで大学の予算で賄って

いた部分に振り替えて、その浮いた部分を学生に有利なように使用したい。 

 

報告５ 学長の定例記者会見について 

配付資料６のとおり、学長の定例記者会見について報告があった。 

 ●７月１２日の会見は５社が取材に来たようだが、新聞の掲載状況はどうか。 

 ○今日現在、記事は出ていないが、ある新聞社が掲載に向けて取材等に動いているようだ。大

学に関心を持ってもらえたと考えている。 

 

報告６ 大学広報の取り組みについて 

配付資料６のとおり、大学広報の取り組みについて報告があった。 

 ●朝日新聞を選んだのはなぜか。 

 ○やはり発行部数が多いのと、費用対効果の面からである。 
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●コンペで決めたのか。 

 ○コンペではない。 

 ●６．５万部の配布方法は確認しているか。 

 ○これから配布される予定。確認する。 

 

その他 

学内の火災一連について報告があった。 

 


